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②タウントピックス

 

 

 

　
７
月
18
日
、
栃
木
県
警
察
本
部（
宇

都
宮
市
）で
、
山
岳
遭
難
者
の
救
助
活

動
と
登
山
者
の
安
全
確
保
対
策
に
多
大

な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
、
大
髙
登
さ
ん

（
奥
那
須
）に
栃
木
県
警
察
本
部
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
髙
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
か
ら
那
須

町
山
岳
会
に
所
属
し
、
昭
和
47
年
に
那

須
山
岳
救
助
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。
昭

和
62
年
か
ら
今
年
５
月
ま
で
の
32
年
間
、

同
隊
隊
長
を
務
め
、
多
年
に
わ
た
り
、

山
岳
遭
難
者
等
の
人
命
救
助
や
登
山
者

の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
を
対
象
に
、
そ
の
設
置
費
の
一

部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
既
に
工
事
着
工
・
設
置
し

た
方
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
場
所　
環
境
課　
平
日
午
前
８

　
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り

ま
す
。電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
の
額　
１
kw
あ
た
り
３
万
円

　
（
限
度
額
10
万
円
）

▼
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

※

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

 

・
住
宅
等
に
設
置
す
る
太
陽
光
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
を
電
気
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム

　
で
あ
る
も
の

 

・
低
圧
配
電
線
（
50
ｋ
Ｖ
Ａ
以
下
）
と

　
逆
潮
流
方
式
（
消
費
電
力
よ
り
も
自

　
家
発
電
電
力
の
方
が
多
い
場
合
、
余

　
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
売
電
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
）で
連
携
し
、

　
か
つ
、
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
の
合

　
計
値
が　

kw
未
満
の
太
陽
光
発
電
シ

　
ス
テ
ム
で
あ
る
も
の

 
・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
（
中
古
品
は

　
補
助
対
象
外
）

▼
対
象
者

※
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

 

・
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま
た
は
居
住
し

　
よ
う
と
す
る
住
宅
（
延
べ
床
面
積
の

　
２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
す

　
る
も
の
に
限
る
）
に
太
陽
光
発
電
シ

　
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

 

・
電
力
会
社
と
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
に
係
る
電
力
受
給
契
約
を
締
結
し
、

　
申
請
年
度
中
に
電
力
受
給
を
開
始
す

　
る
方

 

・
実
績
報
告
時
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

　
テ
ム
に
よ
る
電
気
の
供
給
を
受
け
る

　
住
宅
に
住
民
基
本
台
帳
法
で
記
録
さ

　
れ
て
い
る
方（
工
事
が
完
了
し
た
日

　
か
ら
30
日
以
内
ま
た
は
当
該
年
度
の

　
２
月
末
日
の
い
ず
れ
か
早
い
方
の
日

　
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
）

 

・
世
帯
全
員
が
、
現
住
所
地
等
で
当
該

　
年
度
と
前
年
度
に
課
税
さ
れ
た
税
等

　
（
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

　
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

　
料
）に
滞
納
が
な
い
こ
と

※

補
助
は
、
１
住
宅
に
つ
き
１
回
、
か

つ
、１
申
請
者
あ
た
り
１
回
限
り
で
す
。

▼
申
込
み　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

　
人
が
申
請
す
る
場
合
は
委
任
状
と
印

　
鑑
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
72
６
９
１
６

　
７
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
次

の
方
々
に
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
再　
任　
澤　
正
二
さ
ん
（
本
郷
２
）

▼
新　
任　
井
上
二
美
子
さ
ん（
西
大
久
保
）

　
　
　
　
　
　

髙
久
光
枝
さ
ん（
音
羽
町
１
）

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人
権
の

考
え
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広

め
、
地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な

い
よ
う
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
に
例
を

み
な
い
制
度
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国
の
市
区
町

村
に
配
置
さ
れ
積
極
的
な
人
権
擁
護
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
72
６
９
１
７

栃木県警察本部長から
感謝状が贈られました
栃木県警察本部長から
感謝状が贈られました
栃木県警察本部長から
感謝状が贈られました

人権擁護委員
の委嘱

平
成
30
年
度
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

澤　正二さん

髙久光枝さん 井上二美子さん
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③ タウントピックス

 

 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
平
山
町
長
が
就
任
し
初
め
て
の
開
催

と
な
る
今
年
は
、
テ
ー
マ
を
４
つ
に
分

け
て
開
催
し
ま
す
。 

新
た
な
町
政
へ
の

期
待
や
要
望
の
ほ
か
、
テ
ー
マ
ご
と
の

意
見
や
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
た
め
、町
の
た
め
、未
来
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
今
の
思
い
を
町
長
と
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 ど
な

た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
☎
72
６
９
０
１

　
町
で
は
、
住
民
自
ら
が
地
域
の
こ
と

を
考
え
、
課
題
の
解
決
や
地
域
振
興
に

取
り
組
む
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
地

域
づ
く
り
事
業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　
那
須
町
地
域
づ
く
り
委

　
員
会
・
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
町

　
民
団
体
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等

▼
対
象
事
業　
対
象
と
な
る
団
体
自
ら

　
が
実
践
し
、
交
付
金
交
付
期
間
終
了

　
後
も
地
域
の
た
め
に
継
続
し
て
実
施

　
す
る
公
共
性
の
高
い
事
業
で
、
ま
ち

　
づ
く
り
協
議
会
が
採
択
し
、
町
が
認

　
定
し
た
事
業

▼
交
付
限
度
額

　
初
年
度　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

　
２
年
目
・
３
年
目　
　
各
50
万
円

※

継
続
性
や
発
展
性
が
期
待
で
き
る

事
業
と
し
て
認
定
を
受
け
た
事
業
に
対

し
、最
大
３
年
間
交
付
し
ま
す
。

▼
事
前
協
議
期
間（
必
須
）

　
11
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

▼
従
前
か
ら
の
変
更
点　
事
前
協
議
に

　
は
、
取
り
組
み
事
業
が
地
域
で
話
し

　
合
い
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
の
意
見

　
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

　
き
る
議
事
録
が
必
要
で
す
。

▼
提
案
受
付
期
間　
12
月
３
日
㈪
〜
平

　
成
31
年
１
月
15
日
㈫

※

詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
係

　
☎
72
６
９
３
５

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最

も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
７
０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た

大
規
模
な
調
査
で
す
。今
回
の
調
査
で

は
、
住
宅
数
や
国
民
の
居
住
状
況
だ
け

で
な
く
、①「
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
居

住
環
境
」、②「
耐
震
性
・
防
火
性
等
の

住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
」、③「
土
地

の
利
用
状
況
」の
ほ
か
、「
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
で「
空
き
家
の
実
態
」を
把

握
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
、該
当
世
帯
に
は
、県
か

ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査
書

類
を
配
布
し
ま
す
。

　
調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
回
答
ま
た
は
紙
の
調
査
票
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
で
集
め
ら
れ
た
調
査
票

の
記
入
内
容
は
、「
統
計
法
」に
よ
っ
て

厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。統
計
調
査
員

を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
が
調
査

で
知
り
得
た
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

や
、
統
計
を
作
成
・
分
析
す
る
目
的
以

外
に
調
査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
行
為
は
、「
統
計
法
」

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
回
答
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
企
画
財
政
課
総
合
政
策
係

　
☎
72
６
９
０
６

　
水
稲
か
ら
園
芸
作
物
へ
の
作
付
転
換

や
園
芸
作
物
の
作
付
拡
大
を
図
る
た
め
、

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
農
家
の
方
を
対
象
に
整
備
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
農
家　

 

・
水
稲
か
ら
園
芸
作
物
へ
作
付
転
換
す

　
る
農
家

 

・
園
芸
作
物
の
作
付
を
拡
大
す
る
農
家

▼
補
助
対
象
物　
園
芸
生
産
に
必
要

　
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス（
60
㎡
以
上
）の
被

　
覆
や
骨
材
等
の
材
料
費

▼
補
助
金
額　
整
備
費
用
の
３
分
の
１

　
以
内（
上
限
50
万
円
）

※

記
載
の
ほ
か
に
も
要
件
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、申
請
を
検
討
す
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
農
林
振
興
課
農
政
係　

　
☎
72
６
９
１
１

日程 テーマ 場所 時間

10月１日 

（月）

（火）

（水）

（火）

福祉（健康、医療、介護、高

齢者、障がい者、子育てなど） 

  

 

10月２日 

 

経済（観光、商工業、農林業、

企業誘致など） 

10月３日 

 

教育（学校教育、生涯学習、

文化振興、スポーツ振興など） 

10月９日 

 

地域生活（自治会、移住定住、

防災、公共交通、道路など） 

ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

午
後
６
時
30
分
か
ら
約
２
時
間

まちづくり懇談会を
　　開催します
まちづくり懇談会を
　　開催します

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
費
用
を
助
成
し
ま
す

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
実
施
の
お
知
ら
せ

平成３１年度実施　地域づくり事業
提案募集



④タウントピックス

　
町
で
は
、
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
の

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象　
公
共
下
水
道
供
用
と
認

　
可
区
域
外
の
一
般
住
宅
（
た
だ
し
、

　
併
用
住
宅
は
、
住
居
部
分
の
床
面
積

　
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
を
超
え

　
る
も
の
）で
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
、ま

　
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽
を
合
併
処

　
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
（
既
存

　
の
単
独
処
理
浄
化
槽
は
全
て
撤
去

　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）や
、
新
築
、

　
増
築
等
に
よ
り
合
併
処
理
浄
化
槽

　
を
設
置
す
る
場
合
で
、
国
の
基
準
に

　
合
っ
た
10
人
槽
以
下
の
も
の

▼
補
助
金
額  （
平
成
30
年
度
補
助
額
）

　
５
人
槽　
　
　
３
５
２
，０
０
０
円

　
７
人
槽　
　
　
４
４
１
，０
０
０
円

　
10
人
槽　
（
二
世
帯
住
宅
に
限
る
）

　
　
　
　
　
　
　
５
８
８
，０
０
０
円

※

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
す
る
場
合
に
は
、
単
独
処

理
浄
化
槽
撤
去
費
用
の
２
分
の
１
（
５

万
円
を
限
度
）
の
額
を
補
助
金
に
加
算

し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め

に
保
守
点
検
、清
掃
、水
質
検
査
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
保
守
点
検　
年
に
３
回
〜
４
回
の
保

　
守
点
検
が
必
要
で
す
。 

県
に
登
録
し

　
て
い
る
保
守
点
検
業
者
に
委
託
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
清　
掃　
毎
年
１
回
以
上
の
清
掃
が

　
必
要
で
す
。 

許
可
清
掃
業
者
に
委
託

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
質
検
査
（
法
定
検
査
） 

毎
年
１
回

　
の
受
検
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
県
内
で
は
、
栃
木
県
浄
化
槽
協
会

　
が
指
定
検
査
機
関
）

▼
問
合
せ　

〇
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

　
☎
72
６
９
１
９

〇
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
０
２
８-

６
３
３-

１
６
５
０

　
下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
を
確
保
し

良
好
な
水
環
境
を
創
造
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
で
す
。

　
町
で
は
、 
安
心
・
快
適
で
暮
ら
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
下
水
道
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
快
適
な
生
活
を

　
下
水
道
は
、
浄
化
槽
や
く
み
取
り
式

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
と
比
較
す
る
と
、維

持
管
理
の
手
間
が
少
な
く
す
み
ま
す
。

▼
早
期
の
接
続
を

　
下
水
道
法
で
、
下
水
道
を
利
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
下
水
道

に
速
や
か
に
接
続
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

早
期
の
接
続
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
に
接
続
す
る
際
は
、
町
が
指

定
し
た「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」に
工

事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
利
用
を

　
工
事
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
「
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
」が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
工
事

に
要
す
る
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
融
資

し
て
も
ら
い
、
そ
の
利
子
を
町
が
負
担

す
る
制
度
で
す
。

　
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
こ
の

制
度
を
利
用
し
、
一
日
も
早
く
下
水
道

に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
排
水
管
の
詰
ま
り
や
、悪
臭
の
発
生
、

設
備
の
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
台

所
で
は
野
菜
く
ず
や
油
を
流
さ
な
い
よ

う
に
し
、
水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
、
異
物
を
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ　
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

　
☎
72
６
９
１
９

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

９
月
10
日
は

　

下
水
道
の
日
で
す

■所在地　　
　那須町大字寺子乙字中町
　（ＪＲ東北本線高久駅から約１㎞）
■区画面積　平均３２９．２２㎡ ( 約１００坪 )
■販売価格　５，１４４，０００円～６，３１２，０００円
■子育て支援特例制度　中学生までの子供がいる場合、１人につき１００万円を販売価格から減額します。
■問合せ　ふるさと定住課住宅政策係　☎７２－６９５５

　好評分譲中につき残り７
区画となりました。
　宅地をお探しの方、町へ
定住をお考えの方、町が販
売するグリーンハイツ田中
で充実した暮らしをしてみ
ませんか。

グリーンハイツ田中
宅地分譲中
グリーンハイツ田中
宅地分譲中
グリーンハイツ田中
宅地分譲中

調
 
 

整
 
 

池

汚
水
処
理
場

公
 
 

園

公

園

集
会
所

用
 

地

緑       地

緑

 
 
 地

済 済済済済済済済

済済済済済済
済済済済済済

済済済済 済 済済済済済済済済

済済済済
済済済済

済済

済済済済済済済

予
約

44　45　46　47

35　　　　　　　　 39

グリーンハイツ田中　区画表

１
日
も
早
く

　

下
水
道
に
接
続

　
　

し
ま
し
ょ
う
！

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」





電話番号

⑥タウントピックス

　
町
立
保
育
園
で
は
、
平
成
31
年
度
の

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
途
中
か
ら
の
入
園
を

希
望
す
る
方
、
現
在
妊
娠
中
の
方
を
含

み
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
10
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

▼
入
園
基
準　
仕
事
や
病
気
な
ど
の
た

　
め
に
、
保
護
者
が
日
中
に
保
育
で
き

　
な
い
等
、
次
の
①
〜
⑧
の
保
育
の
必

　
要
性
の
理
由
が
必
要
で
す
。

　
①
就
労（
月
48
時
間
以
上
） ②
妊
娠
・

　
出
産
③
保
護
者
の
病
気
ま
た
は
障
が

　
い
④
親
族
の
介
護
・
看
護
⑤
災
害
復

　
旧
⑥
求
職
活
動
⑦
就
学
⑧
虐
待
・

　
Ｄ
Ｖ

　
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電
話

は
、
自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。
ご
用
件
に
応
じ
て
、「
１
」「
２
」

「
３
」の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

〇
国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
に

　
つ
い
て
は
、「
１
」
を
選
択
し
て
く

　
だ
さ
い
。
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お

　
つ
な
ぎ
し
ま
す
の
で
、
次
の
音
声
案

　
内
に
従
い
相
談
内
容
の
番
号
を
選
択

　
し
て
く
だ
さ
い
。 

① 
所
得
税 

② 
源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整 

③ 
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲
渡
所
得

④ 

法
人
税 

⑤ 

消
費
税
・
印
紙
税 

※

既
に
保
育
園
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
下
の
子
ど
も
の
育
児

休
業
中
の
継
続
利
用
が
可
能
で
す
。

▼
申
込
方
法　
①
子
ど
も
の
た
め
の
教

　
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る
支
給
認
定

　
申
請
書
②
就
労
証
明
書
等
（
保
育
の

　
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類
）③
保
育

　
園
入
園
申
込
書
を
こ
ど
も
未
来
課
ま

　
た
は
各
保
育
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
布
場
所

　
こ
ど
も
未
来
課（
ゆ
め
プ
ラ
ザ・
那

　
須
）・
各
保
育
園

※

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼
保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
世
帯
（
父

　
母
等
）
の
町
民
税
の
課
税
状
況
に
よ

　
っ
て
決
定
し
ま
す
。

▼
利
用
時
間　
保
育
の
必
要
性
等
の
理

　
由
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

〇
保
育
標
準
時
間　
午
前
７
時
30
分
〜

　
午
後
６
時
30
分

〇
保
育
短
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
４
時
30
分

▼
問
合
せ　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
係

　
☎
72 

６
９
５
９

⑥ 

そ
の
ほ
か
の
ご
相
談 

〇
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相
談
内
容

　
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
の
窓
口
で
相

　
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

　
来
署
さ
れ
る
場
合
は
、
自
動
音
声
案

　
内
で
「
２
」
を
選
択
し
、
事
前
予
約

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

事
前
予
約
さ
れ
ず
に
来
署
さ
れ
ま
す

と
、相
当
の
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、

再
来
署
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

〇
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

　
ご
相
談
・
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、「
３
」

　
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
消
費
税
の

　
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
専
用
窓
口

　
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
大
田
原
税
務
署

　
☎
０
２
８
７-

22-

３
１
１
５

平成３１年度
保育園新入園児募集

 ※乳児保育は生後満６カ月を過ぎて7カ月目から

※開園時間は延長保育を含む

大
田
原
県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
を
納
め
て
い
な
い
方
へ

大
田
原
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・ご
質
問
は

  　
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

差押 差押 

差押 

差

押

の

例 

 

差押 

保険 
預貯金

給料

自動車

 

黒田原第１保育園 

黒田原第２保育園 

伊王野保育園 

那須高原保育園 

千振保育園 

大同保育園 

高久保育園 

午前7時30分～午後7時 

午前7時30分～午後7時 

午前7時30分～午後6時30分 

午前7時30分～午後6時30分 

午前7時30分～午後6時30分 

午前7時30分～午後7時 

午前7時30分～午後7時 

72-0753

72-0306 

75-0316 

76-3198 

77-0727 

63-6028 

63-1371 

保育園 名 電 話 番 号 開 園 時 間
乳児保育

（0歳児保育）

〇

〇

〇

　
当
事
務
所
は
、
自
動
車
税
滞
納
者

へ
の
滞
納
処
分(

勤
務
先
調
査
・
給
与

や
預
貯
金
の
差
押
え
等
）
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
自
動
車
税
を
納
め
て
い
な
い

方
は
、
大
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
諸
事
情
で
す
ぐ
に
納
付
で
き
な
い
方

は
、ご
連
絡
の
上
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
☎
０
２
８
７-

23-  

４
１
７
１



⑦ タウントピックス

▼
行
き（
例
）

那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

黒
田
原
駅
着　
　
10
時
30
分

　
　
　
　
　
←

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
新
白
河
行

黒
田
原
駅
発　
　
10
時
35
分

新
白
河
駅
着　
　
10
時
50
分

乗
り
換
え

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
郡
山
行

新
白
河
駅
発　
　
10
時
53
分　
　

白
河
駅
着　
　
　
10
時
56
分

▼
帰
り（
例
）

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
新
白
河
行

白
河
駅
発　
　
　
16
時
08
分　
　

新
白
河
駅
着　
　
16
時
12
分

乗
り
換
え

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
黒
磯
行

新
白
河
駅
発　
　
16
時
20
分

黒
田
原
駅
着　
　
16
時
34
分

　
　
　
　
　
←

那
須
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

黒
田
原
駅
発　
　
16
時
50
分　

白
河
駅
周
辺
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト（
例
）

 

・
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
（
駅
構
内
）

 

・
白
河
市
立
図
書
館

 

・
小
峰
城
跡
（
二
ノ
丸
茶
屋
・
白
河

　
集
古
苑
）

 

・
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

【
戊
辰
関
係
史
跡
】

 

・
皇
徳
寺
（
新
選
組
隊
士
の
墓
）

 

・
旧
脇
本
陣
柳
屋
旅
館
蔵
座
敷

 

・
長
寿
院
（
新
政
府
軍
戦
死
者
墓
）

〇
白
河
市
で
は
、
戊
辰
戦
争
１
５
０
年

に
あ
た
り
、
集
古
苑
で
特
別
企
画
展「
戊

辰
戦
争
と
白
河
」
を
開
催
中
で
す
。

※

関
連
記
事
24
ペ
ー
ジ

▼
問
合
せ　
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
０
２
４
８-

27-

２
３
１
０

　
　
　
　
　
＊　
　
　
　
＊

○
白
河
市
循
環
バ
ス
「
こ
み
ね
っ
と
」
が

８
月
５
日
〜
来
年
３
月
31
日
、
日
曜
・
祝

日
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
市
内
バ
ス
を
利
用
し
、国
史
跡
・
戊
辰

史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
も
楽
し
め
ま
す
。

※

年
末
年
始
は
運
休
有

▼
問
合
せ　
白
河
市
市
長
公
室
企
画
政

　
策
課　
☎
０
２
４
８-

22-

１
１
１
１

　
（
内
線
２
３
２
６
）

　
　
　
　
　
＊　
　
　
　
＊

○
白
河
駅
に
隣
接
し
た
観
光
案
内
所
が

あ
り
ま
す
。「
街
歩
き
マ
ッ
プ
・
う
ま
い

も
ん
マ
ッ
プ
」
を
片
手
に
街
中
を
散
策
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
問
合
せ
（
公
財
）白
河
観
光
物
産
協
会

　
☎
０
２
４
８-

22-

１
１
４
７

　

公
売
の
お
知
ら
せ

　
税
金
の
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
物
品

や
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

　
合
同
公
売
会

　
県
と
市
町
の
合
同
の
公
売
会
で
す
。

▼
日　
時　
９
月
27
日
㈭　

・
下
見
会
・
受
付　
午
前
10
時
〜
正
午

・
公
売
会　
正
午
〜

▼
場　
所　
県
河
内
庁
舎
５
階
大
会
議
室

　
（
宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０-

２
）

▼
公
売
方
法　
会
場
せ
り
売
り
方
式

　
（「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
形
式
）

※

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
宇
都
宮
県
税
事
務
所
特
別

　
整
理
担
当
公
売
担
当

　
☎
０
２
８-

６
２
６-

３
１
７
１
〜
２

　
不
動
産
公
売

▼
公
売
物
件　
高
久
甲
地
内
の
土
地
と

　
建
物

▼
公
売
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼
参
加
申
込
期
間　
９
月
28
日
㈮
午
後

　
１
時
〜
10
月
15
日
㈪
午
後
11
時

▼
入
札
期
間　
10
月
22
日
㈪
午
後
１
時

　
〜
29
日
㈪
午
後
１
時　

※

詳
し
く
は
、
９
月
下
旬
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
税
務
課
収
税
係

　
☎
72
６
９
０
４

　

町
内
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
と
、お

で
か
け
機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
那

須
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
は
、
路
線
沿
い
の
施
設
の
最
寄
り

バ
ス
停
、
施
設
ま
で
の
所
要
時
間
、
施

設
情
報
等
を
ジ
ャ
ン
ル
別
（
温
泉
・
食

事
・
買
物
・
官
公
庁
・
史
跡
、
美
術
館

・
体
験
等
）
に
紹
介
し
た
お
で
か
け
バ

ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

お
友
達
と
お
気
に
入
り
の
場
所
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
意
外
な
穴
場
ス
ポ

ッ
ト
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　
那
須
町
地
域
公
共
交
通
活

　
性
化
協
議
会
事
務
局（
ふ
る
さ
と
定
住

　
課
公
共
交
通
係
）　
☎
72
６
９
５
５

公
共
交
通
を
利
用
し
て
お
で
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
９
月
の
お
す
す
め
　
電
車
に
乗
っ
て
白
河
駅
周
辺
を
散
策

を作成しました
を作成しました



⑧タウントピックス

 

防
災
の

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
甚
大
な
被
害
と
と
も
に
、戦
後
最

悪
の
死
者
が
出
た
御
嶽
山
噴
火
か

ら
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

町
に
も
活

火
山
で
あ
る
那
須
岳
が
あ
り
ま
す
。

万
一
の
噴
火
に
あ
ら
か
じ
め
、
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
火
山
噴
火
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

 

・
那
須
町
防
災
マ
ッ
プ
、那
須
岳
火

　
山
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
確

　
認
し
、危
険
区
域
の
確
認
や
避
難

　
所
の
位
置
等
を
確
認
し
て
お
き
ま

　
し
ょ
う
。

 

・
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
際

　
に
、す
ぐ
避
難
所
に
避
難
で
き
る

　
よ
う
最
寄
り
の
指
定
避
難
所
を

　
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
噴
火
し
た
場
合
、降
灰
で
物
流
や

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
影
響
が
出
る
可

　
能
性
が
あ
る
た
め
、
食
料
や
水
、

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、防
塵
マ
ス
ク
等
の

　
防
災
ア
イ
テ
ム
を
備
え
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

 

・
噴
火
速
報
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

　
に
、登
録
制
メ
ー
ル
や
防
災
情
報

　
ア
プ
リ
な
ど
情
報
ツ
ー
ル
を
備

　
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

・
登
山
中
に
万
一
噴
火
に
遭
遇
し
た

　
場
合
に
は
、火
山
灰
や
ガ
ス
を
吸

　
い
込
ま
な
い
よ
う
に
速
や
か
に

　
火
口
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※この名簿は8月1日現在のものです。（年齢は平成31年４月1日時点）また、ご本人もしくはご家族の同意を得た方を掲載しています。
■問合せ　保健福祉課福祉係　☎７２－６９１７
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９月１７日は敬老の日

町の長寿者番付町の長寿者番付
今年の招待者は４，７９３人

（昭和19年4月1日以前生まれの方）

９月 17 日は、お年寄りを敬愛し、長寿を祝う「敬老の日」です。
今年は９月６日から 19 日にかけて、町内 22 の会場で「敬老会」が開催されます。
地区の社会福祉協議会や各施設で趣向を凝らした演出で招待者の長寿を祝います。
皆さん、いつまでもお元気で、長生きしてください。



⑨ タウントピックス

空間放射線量測定結果
　町で測定している町内３０カ所の空間放射線量
の測定結果をお知らせします。
　測定結果は、町ホームページに掲載しているほ
か、役場で掲示しています。

測　定　日：平成３０年８月１６日
測定機器：NaIシンチレーションサーベイメータ
単　　位：マイクロシーベルト／時（µＳｖ／h）
■問合せ　環境課放射能対策係　☎７２－６９４０

井戸水等放射能測定結果
　井戸水等の安全確保と不安解消を図るため、放
射能測定調査を実施した結果、次のとおりでした。
採 水 日：平成３０年８月１０日 
測定結果：すべての地区で不検出

採水地区：上水道未普及地区のうち１０カ所で採水
　　　　　六斗地、横岡、寄居本郷、三ケ村、明神、
　　　　　黒川、上郷、大和須、梓（２カ所）
■問合せ　環境課放射能対策係　☎７２－６９４０

【町内３０カ所の測定結果】（測定の高さ：地上 50ｃｍ）

【ヤフー！防災速報】
　現在地と指定した地域の地震、豪雨、警報などの防災情
報をまとめて得ることができるほか、町か
らの防災に関する緊急情報を直接受け取る
こともできます。携帯電話やパソコンなどで
ＵＲＬを入力するかＱＲコードを読み取っ
てアクセスしてください。※スマートフォン
専用のアプリとメール版もあります。

■問合せ　総務課防災交通係

あわせて登録
備えて安心‼

那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報
那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報
那須町安全安心メール
ヤフー！防災速報

【那須町安全安心メール】
　火災や停電情報、防災・防犯情報など、
町からのお知らせをメールで配信しています。
携帯電話、パソコンから「t-nasu@sg-m.jp」
に空メールを送信するか、 ＱＲコードを読み
取ってアクセスしてください。

☎７２－６９０２

■期間　９月２１日（金）～３０日（日）
　　　　１０日間

【全国重点】
●子どもと高齢者の安全な通行の確保と
　高齢運転者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
　中の交通事故防止
●全ての座席のシートベルトとチャイル
　ドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶　　　　
 【栃木県重点】
●「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動(※)」
　の推進
　※３Ｓ運動とは、S E E ( 見る・発見する )・
　　 SLOW（減速する）・STOP（止まる）の頭
　　文字で、運転者や自転車利用者に対して呼
　　びかけ、運転者自身の交通安全意識を高め
　　ていく運動です。
●「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底

主唱　栃木県・栃木県交通安全対策協議会

秋の交通安全県民総ぐるみ運動
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⑩

９
月
〜
１０
月

北
条
の
獅
子
舞

　８月１４日、一般社団法人バリアフリー推進協会

からオストメイトに配慮した福祉便座を寄贈いた

だきました。県内では初めての寄贈です。

　31日に道の駅那須高原友愛の森の公衆トイレに

設置しました。ありがとうございました。

※オストメイトとは、病気や事故などが原因で、ストーマ

　（人工肛門・人口膀胱）を持っている人です。

▼
日
　
時
　
９
月
15
日
㈯
午
前
11
時
〜

▼
場
　
所
　
愛
宕
神
社

▼
内
　
容
　
馬
頭
の
獅
子
頭
が
珍
し
い

　

３
０
０
年
以
上
続
く
獅
子
舞
で
す
。

大
鍋
芋
煮
と
新
米
祭
り

▼
日
　
時
　
９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜

▼
場
　
所
　
道
の
駅
東
山
道
伊
王
野

▼
内
　
容
　
大
鍋
芋
煮
、新
米
の
販
売
等

▼
問
合
せ
　
東
山
道
伊
王
野
事
務
所

　
☎
75
０
６
５
３

那
須
あ
ー
と
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア

▼
日
　
時
　
９
月
29
日
㈯
午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
、
30
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

　

後
４
時

▼
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

　

那
須
倶
楽
部（
高
久
丙
１
２
２
４
）

▼
内
　
容
　
那
須
地
域
在
住
ア
ー
テ
ィ

　

ス
ト
の
作
品
の
展
示
販
売
等

▼
問
合
せ
　
実
行
委
員
会

　
☎
76
１
２
４
２

第
１６
回
那
須
九
尾
ま
つ
り

▼
日
　
時
　
９
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時

※

詳
し
く
は
12
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　那須水害の風化防止や防災意識の向上を目

的に余笹川流域連携ネットワークが８月25日、

「那須水害20周年記念シンポジウム」を町文化

センターで開催し、町民や関係者ら約２００人

が参加しました。

　パネルディスカッションでは、下野新聞社整

理部佐藤氏をコーディネーターにパネリスト

（余笹川流域連携ネットワーク会長稲葉氏、大

田原土木事務所長田城氏、郷土の河川の環境

と生態系を愛する会元会長菊地氏、山田副町

長）らが災害時に体験した豪雨のすさまじさ

や土砂が流れる状況など音やにおいを生々し

く語りました。

　そして、水害の教訓を生かし、災害は起こる

ものと前提に考え、普段から身を守るために

備え、さまざまな情報に耳を傾けてほしいと

呼びかけました。

　活動を通して、地域での民生委員・児童委員の役割や必要性

を理解してもらおうと、８月24日、中学生民生委員一日体験が

行われました。

　那須中央中３名と那須中２名の生徒が参加し、県保健福祉課

の職員から制度についての講義を受け、グループワークで民生

委員や福祉、地域について考えました。また、民生委員が講師と

なって、活動のやりがいや地域の方と信頼関係を築く大切さな

どを話しました。その後、実際に高齢者宅を訪問し、健康状態や

困っていることなどを聞き取りました。

　那須中央中の３年松浦遼さんは「民生委員は身近なところで

高齢者の生活を支えるなど地域にとって欠かせない存在だと思

いました」と一日体験を振り返りました。

那須水害を忘れない 行政と地域のパイプ役

障がいを持つ人に優しい環境づくりへ

はるか

～中学生民生委員一日体験～



⑪

第
１６
回
よ
さ
さ
ウ
ォ
ー
ク

那
須
温
泉
神
社
例
大
祭

▼
期
　
日　

10
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫

▼
場
　
所　

那
須
温
泉
神
社（
湯
本
）

▼
内
　
容　

那
須
温
泉
の
恵
み
に
感
謝

　

し
、古
式
ゆ
か
し
く
巫
女
に
よ
る
湯
汲

　

祭
、献
湯
祭
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時　

９
月
30
日
㈰
午
前
９
時
ス

　

タ
ー
ト（
受
付
は
８
時
30
分
〜
）

▼
場
　
所　

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

▼
参
加
費　

無
料

▼
コ
ー
ス　

５
、10
、20
㎞
コ
ー
ス

▼
駐
車
場　

中
央
運
動
公
園

▼
問
合
せ　

余
笹
川
流
域
連
携
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局（
福
田
）

　
☎
０
９
０-

８
７
２
６-

８
３
１
８

　子どもたちが川に親しみ、川を大事にす

る気持ちや生き物に対する愛着を持つこと

で、自然環境保護への関心を高めてもらお

うと、川をきれいにする基金事業の一環と

して、７月2４日、25 日に那珂川北部漁業協

同組合の協力のもとヤマメの稚魚放流を行

いました。2４日は余笹川砂防公園（大沢）

で行われ、大同保育園の園児 2７人が小さ

なヤマメの稚魚、約４，３００匹を丁寧に

川に放流しました。

　８月８日、文化センター小ホールでとち

ぎ子どもの未来創造大学出前講座ｉｎ那須

町「十二単と鎧を着てみよう」が開かれ、

県内の子ども約20人が参加しました。栃木

県立博物館の職員から着物の役割や平安時

代の生活の様子、時代背景で特徴が違う鎧

の説明を聞き、実際に十二単を着たり、鎧

を身に付けました。常盤真朱さん（小６）

は「十二単は重くて暑かった。着物での生

活は大変だと思いました」と感想を述べま

した。

　約４０００発の花火が芦野の

夜空を彩りました（８／1 9

第 67 回芦野聖天花火大会）

　お店を選んでアルバイト。み

んな買ってくれるかな（７／29

第16回 なすまち子どもフェス

ティバル）

　今年も元気なひまわりが咲き

ました（８／５　第１１回元気アッ

プひまわりまつり　狸久保）

　こんなに大きな蝶、見たこ

とないね。ギリシャ神話の神の

名前が学名になっている昆虫

標本が展示されました（８／８  

「神話と星座と虫の名と」ミニ

展示　高原公民館）

　驚愕の技に拍手がわき起こ

りました  （８/４　那須温泉大道

芸　中国雑技芸術団）

　息の合った激しいダンスで

観客を魅了しました （７／28 

黒田原夏まつり　Ｄｒｅａｍ　

Ｔｒｅａｓｕｒｅ ☆ Ｄａｎｃｅ　

Ｓｔｕｄｉｏ）

　早朝にもかかわらず、那須コ

シヒカリ食べ比べ体験は大人気

でした（８ /12 第６回那須お

んせん朝市　那須湯本温泉街）

ま じ ゅ
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
那
須
に

き
て
９
月
で
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。心

配
し
て
い
た
冬
の
寒
さ
も
そ
れ
ほ
ど
堪

え
る
こ
と
も
な
く
、
も
と
も
と
田
舎
育

ち
だ
っ
た
た
め
那
須
の
自
然
や
土
地
の

食
べ
物
を
楽
し
み
な
が
ら
１
年
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
活
動
は
順
風
満
帆
で
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。私
が
取
り
組
ん
で

み
た
か
っ
た
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ジ
ビ

エ（
野
生
鳥
獣
の
食
肉
）の
活
用
を
考
え

て
い
ま
し
た
が
、現
在
、町
の
野
生
鳥
獣

の
食
肉
は
出
荷
制
限
等
の
規
制
が
あ
る

た
め
、
こ
の
活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。 し
か
し
、ジ
ビ
エ
の
活
用

ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、野
生
鳥
獣
を
捕

ま
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、現
在
、有
害

鳥
獣
の
捕
獲
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

捕
獲
技
術
を
習
得
す
る
た
め
猟
友
会
の

先
輩
か
ら
罠
猟
を
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
、
町
の
農
作
物
被
害
の
減
少

に
少
し
で
も
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
活
動
と
し
て
那
須
の

特
産
品
を
生
か
し
た
パ
ン
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 題
し
て『
Ｎ
ａ
ｓ
ｕ
＆

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
』。那
須
と
パ
ン
。 

例
え
ば
、

「
那
須
の
お
い
し
い
牛
乳
・
乳
製
品
を
使

っ
て
パ
ン
に
す
る
」「
那
須
の
こ
れ
ぞ
と

い
う
お
い
し
い
野
菜
や
果
物
を
使
っ
て

パ
ン
に
す
る
」と
い
っ
た
具
合
に
、那
須

な
ら
で
は
の
素
敵
な
も
の
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
パ
ン
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
は
試
作
と
研
究
の
段

階
で
、
ま
だ
販
売
す
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
い
つ
か
町
の
方
に

お
届
け
で
き
る
機
会
が
作
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
材
料
は
す
べ
て
那
須
の
も
の
で
考
え

て
い
ま
す
。「
う
ち
で
作
っ
て
い
る
も
の

を
材
料
に
パ
ン
を
作
っ
て
み
て
」
と
言

う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
次
の
ア
ド
レ
ス

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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パンの材料となるブルーベリーを摘む
細田隊員

　
歌
舞
伎
化
粧
体
験
や
歌
舞
伎
舞
踊
な

ど
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
文
化
を
、
親
子

で
、ご
家
族
で
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
　
時　
10
月
６
日
㈯
午
後
２
時
開

　
演（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
場
　
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
料
　
金　
一
般
１
，５
０
０
円
、小
学
生

　
〜
高
校
生
５
０
０
円
（
全
席
自
由
席
、

　
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
予
約　
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
も
し
く
は
電
話
予
約
と
な
り
ま
す
。

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※

無
料
託
児
室
を
開
設
し
ま
す
。（
予
約
制
）

ご
希
望
の
方
は
、
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
72
６
５
６
５

那須九尾まつり
歌舞伎公演　
　応挙の幽霊

　

歌
舞
伎
入
門
！

　

親
子
で
！
ご
家
族
で
！

　

笑
え
る
オ
モ
シ
ロ
歌
舞
伎
！

　

歌
舞
伎
入
門
！

　

親
子
で
！
ご
家
族
で
！

　

笑
え
る
オ
モ
シ
ロ
歌
舞
伎
！

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た「
那
須
九
尾
ま

つ
り
」。 

今
年
も
九
尾
に
ち
な
ん
だ
楽

し
い
催
し
物
や
模
擬
店
も
多
数
出
店

し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時　
９
月
30
日
㈰
午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▼
内
　
容　
白
面
金
毛
九
尾
狐
太
鼓 

・

　
子
狐
太
鼓
の
演
奏
、九
尾
よ
さ
こ
い
、

　
き
ゅ
ー
び
ー
く
じ
、九
尾
絵
画
作
品

　
展
、
九
尾
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
九
尾

　
み
こ
し
等

▼
場
　
所　

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園

※

当
日
会
場
内
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、臨
時
駐
車
場
・
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 な
お
、

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り

あ
わ
せ
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
黒
田

原
駅
か
ら
も
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出

ま
す
の
で
、
電
車
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
那
須
九
尾
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
事
務
局（
町
観
光
商
工
課
内
）

　
☎
72
６
９
１
８

９月３０日は那須の伝説第１６回
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新
高
久
に
お
住
ま
い
の
竹
原
典
子
さ

ん
は
５
年
前
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
１０

名
の
仲
間
と
と
も
に
傾
聴
活
動
を
行
い

つ
つ
、
さ
さ
や
か
な
生
活
支
援
も
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
住
民
向
け
講
演
会

や
研
修
会
の
開
催
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
ラ
ン
伴（
認
知
症
普

及
マ
ラ
ソ
ン
）に
も
携
わ
り
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
せ

る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
竹
原
さ
ん
は
１３
年
前
に
本
町
に
移
住

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
募
集

を
見
て
町
内
介
護
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
月
に
１

〜
２
回
施
設
に
行
く
中
で
９０
代
の
男
性

入
所
者
と
会
話
す
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
話
を
聴
く
こ
と
で
男
性
が
喜
ん

で
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ

ま
で
無
縁
だ
っ
た
傾
聴
に
興
味
を
持
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
末
期
が
ん
の
義

兄
が
家
族
に
見
守
ら
れ
自
宅
で
穏
や
か

に
過
ご
す
場
面
に
立
ち
合
い
、
町
の
在

宅
医
療
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
勉
強
と
地
道
な

活
動
を
続
け
、
今
で
は
訪
問
診
療
の
医

師
か
ら
も
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
介
護
の
専
門
職
員
で
な
く
て
も
、
ひ

と
り
の
町
民
と
し
て「
私
た
ち
に
も
な

に
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」と
い

う
熱
意
を
持
ち
続
け
る
竹
原
さ
ん
は
、

傾
聴
と
在
宅
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の

声
と
心
に
寄
り
添
い
続
け
て
い
ま
す
。

44

牛
の
目
に
安
堵
の
色
や
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　

中
島　

君
江

秋
立
つ
や
夜
空
に
ひ
か
る
赤
い
星　
　
　
　
　
　

高
久　

巻
江

俎
板
の
音
の
か
ろ
さ
よ
秋
に
入
る　
　
　
　
　
　

南
雲　

浩
一

グ
ラ
ン
ド
に
猫
の
来
て
ゐ
る
今
朝
の
秋　
　
　
　

中
込
と
し
郎

塔
頭
の
苔
む
す
庭
や
沙
羅
落
花　
　
　
　
　
　
　

池
田　

裕
子

夏
椿
姪
の
遺
品
の
〝
千
の
風
〟　
　
　
　
　
　

  　

丹
野　

セ
ツ

釈
迦
堂
の
庭
に
楚
々
た
り
沙
羅
の
花　
　
　
　
　

杉
本　

美
風

長
ず
れ
ど
し
ょ
せ
ん
燕
雀
沙
羅
の
花　
　
　
　
　

井
上　
　

均

シ
ロ
ち
ゃ
ん
の
面
影
偲
ぶ
夏
椿　
　
　
　
　
　
　

井
上　

博
子

色
褪
せ
し
落
花
重
ね
て
夏
椿　
　
　
　
　
　
　
　

高
畑　

和
子

山
里
の
梅
干
し
香
る
日
和
か
な　
　
　
　
　
　
　

深
沢　

千
郷

草
い
き
れ
こ
こ
に
は
道
が
あ
っ
た
は
ず　
　
　
　

松
本　

和
子

平
笊
の
傾
け
直
し
梅
を
干
す　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

芦
山

大
戦
中
日
の
丸
弁
当
梅
一
つ　
　
　
　
　
　
　
　

深
沢　

為
寿

大
ざ
る
に
梅
干
広
げ
唾
を
飲
む　
　
　
　
　
　
　

須
藤
さ
よ
子

輪
と
な
り
て
児
の
手
花
火
を
見
つ
め
け
り　
　
　

田
部
井
清
子

玉
音
と
慟
哭
と
黙
敗
戦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮎
瀬　
　

汀

那
須
岳
を
覆
う
夕
焼
け
明
日
も
晴
れ

　

日
焼
け
し
子
ら
と
若
き
パ
パ
マ
マ　
　
　
　
　

平
岡　
　

威

は
ら
り
は
ら
り
ぼ
た
雪
の
ご
と
舞
う
槐

　

網
戸
の
向
こ
う
こ
ぼ
れ
散
り
敷
く　
　
　
　
　

塩
島　

恵
子

傾聴ボランティア

竹原典子 さん

柳
立
つ
那
須
も
青
田
と
な
り
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市　
　
　
　
　
　
　

赤
田　
　

浩

遊
行
柳
歌
を
枕
に
三
尺
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
県
石
川
町　
　
　
　

い
な
じ
ま
る

　出句は楷書でお願いします。判別できない場合は
掲載になりませんのでご注意ください。
　また、電話番号の記入をお願いします。
■締切り　９月１８日（火）
■俳句の送付先　
　〒329‐3222 那須町大字寺子丙３－１６６　
　田中　義郎　☎７２－５０４４
■短歌の送付先　
　〒329‐3292 那須町大字寺子丙３－１３　
　総務課広報広聴係　☎７２－６９０１

那須文芸への出句について

ひ
ら　

か
ご
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